
住
職
の
活
動
・
出
仕
予
定 

   
『
除
夜
の
鐘
』 

十
二
月
三
十
一
日 

二
十
三
時
三
十
分
～ 

 年
の
最
後
に
、
煩
悩
（
ぼ
ん
の
う

＝
自
身
を
苦
し
め
る
余
分
な
欲
）
を
、

鐘
を
撞
い
て
祓(

は
ら)

い
ま
し
ょ
う
。 

 
 

●
鐘
を
撞
い
た
方
は
外
れ
な
し

の
『
福
引
き
』
が
引
け
ま
す
。 

 

元
旦
午
前
０
時
か
ら
は
年
始
め
の

祈
願
法
要
『
修
正
会(

し
ゅ
し
ょ
う
え)

』

が
行
わ
れ
ま
す
。 

●
参
列
者
に
病
気
平
癒
「
観
音
札
」

を
お
授
け
し
ま
す
。 

 

境
内
で
は
、
御
仏
酒
・
甘
酒
の
無

料
接
待
が
あ
り
ま
す
。
縁
起
物
の
お

焚
き
上
げ
も
し
ま
す
。
ご
家
庭
の
縁

起
物
な
ど
、
こ
の
機
会
に
お
持
ち
寄

り
下
さ
い
（
無
料
） 

※
燃
え
な
い･

燃
や
せ
な
い
物
、
土

も
の
・
硝
子
・
せ
と
も
の
は
不
可
） 

 

 

★
お
寺
に
よ
く
あ
る
質
問 

今
回
は
日
常
で
出
会
う
疑
問
で
す
。 

 Ｑ
：
古
い
お
札
は
ど
う
す
る
？ 

Ａ
：
お
札
は
基
本
一
年
で
貼
り
替
え

ま
す
。
古
い
お
札
は
、
本
堂
前
の
古

札
箱
に
入
れ
て
頂
け
れ
ば
、
お
焚
き

上
げ
い
た
し
ま
す
。
仏
壇
や
・
そ
の

他
大
き
な
縁
起
物
な
ど
の
お
焚
き
上

げ
は
、
お
寺
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

Ｑ
：
仏
壇
を
取
替
え
ま
す
。拝
む
の
？ 

Ａ
：
仏
壇
は
皆
さ
ん
を
お
守
り
頂
く

仏
様
の
家
で
す
。
古
い
仏
壇
は
拝
ん

で
供
養
し
て
か
ら
お
焚
き
上
げ
し
、

新
し
い
仏
壇
に
は
魂
を
入
れ
る
作
法

（
開
眼:

か
い
げ
ん
）
を
し
ま
す
。
い

つ
で
も
お
寺
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

Ｑ
：
家
族
を
亡
く
し
ま
し
た
。
お
墓

が
出
来
る
ま
で
お
骨
は
預
か
っ
て
も

ら
え
る
？ 

Ａ
：
は
い
。
七
回
忌
ま
で
は
一
時
預

か
り
で
き
ま
す
。
な
お
、
年
間
管
理

料
と
し
て
一
万
円
お
上
げ
頂
い
て
い

ま
す
。
そ
の
間
は
い
つ
で
も
お
参
り

で
き
ま
す
。 

      

ご
年
始
の
案
内
で
す
。 

毎
年
の
事
で

す
が
、
お
寺
か
ら

年
頭
に
、
正
月
の

お
札
を
お
配
り
し
、
年
始
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
檀
信
徒
の
皆
様

か
ら
の
ご
年
始
は
、
年
頭
の
本
尊
参

り
と
合
わ
せ
ま
し
て
、
曜
日
に
か
か

わ
ら
ず
一
月
十
六
日
と
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
時
間
は
午
前
中
で
、
本

堂
に
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
都
合

で
日
時
に
来
る
こ
と

が
出
来
な
い
方
は
、

直
接
寺
務
所
玄
関

で
承
り
ま
す
の
で
、

お
声
が
け
下
さ
い
。 

お
世
話
人
様

に
よ
る
取
り
ま
と
め

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

     

一
月 

一
日 

当
山
修
正
会(

０
時
～) 

三
～
五
日 

お
寺
か
ら
の
ご
年
始 

十
一
日 

栃
木
県
教
誨
師
会
役
員
会 

十
六
日 

お
寺
へ
の
ご
年
始(

本
堂) 

二
十
七
・
二
十
八
日 

栃
木
教
区
互
礼

会
・
教
化
研
修
会(

鬼
怒
川) 

 

二
月 

六
日 

増
上
寺
布
教
師
会
理
事
会 

 

三
月 

十
日 

仏
教
講
演
会(

宇
都
宮) 

十
五
日 

春
彼
岸
法
要(

当
山) 

法      蔵               4 

年
末
恒
例
“除
夜
の
鐘
”
！ 

広 

告 
 

仏
教
講
演
会 

 

 
 

三
月
十
日
（
火
） 

十
三
時
十
五
分
開
演 

講
師
：
童
門
冬
二
（
作
家
） 

 

｢

法
然
上
人
に
学
ぶ 

生
き
る
ヒ
ン
ト｣

 

 

会
場
：
宇
都
宮
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

（
宇
都
宮
市
明
保
野
町
）  

全
席
指
定 

一
、
〇
〇
〇
円 

 

お
申
し
込
み
は
、
一
月
十
五
日
頃

ま
で
に
法
蔵
寺
ま
で 

法蔵寺 ☎0288-21-8220 FAX0288-21-8257 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.nikko-hozoji.jp/  
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お
寺
へ
の
ご
年
始
は 

一
月
十
六
日
で
す
。 

http://www.nikko-hozoji.jp/

